２００３年７月３０日

各　位

工業用硝化綿事業の営業譲渡について

旭化成株式会社
旭化成株式会社（本社：東京都千代田区　社長：蛭田　史郎）は、フランスのベルジュラックＮＣ社（フランス国営会社ＳＮＰＥグループの子会社　社長：ベルナール　フォンタナ以下ＢＮＣ社）との間で、工業用硝化綿事業の営業権および技術等を、同社に譲渡することで基本合意に達しましたので、お知らせいたします。
記

１．工業用硝化綿事業について

（１）当社は、１９２３年、宮崎県延岡市において、日本で初めて合成アンモニアの生産を開始し、アンモニアを原料とする各種化学製品の製造を展開してきました。その第一に着手したのが、硝酸の合成であり、その硝酸を利用して、１９３４年工業用硝化綿事業に進出しました。

（２）硝化綿とは、コットンリンターや木材パルプ等のセルロース原料を硫酸と硝酸の混液で処理して製造するセルロース誘導体の一種です。窒素含有量の高いものは火薬の材料の一部として使用されますが、窒素含有量の低い工業用硝化綿はユニークな工業用材料として幅広い用途で使用されてきました。
（３）工業用硝化綿は各種セルロース誘導体の中では高い塗膜強度、表面硬度を有しており、乾燥性や顔料分散性にも優れることから、主として塗料やインキの材料として使用されてきました。国内市場ではこの２分野向けが全需要の８割を占めていますが、この他にもマニキュアなどの化粧品原料や磁気テープ／カードの磁性塗料原料など幅広い用途に使用されています。
（４）２００２年度におけるわが国の工業用硝化綿市場は、約６８００トン（国内出荷量４４００トン、輸入量２４００トン）で、需要および国内出荷量は年々縮小傾向にあります。
その中で、当社の工業用硝化綿事業は、２００２年度売上高は２４億円、輸出を含めた年間販売数量は５７００トンで、国内では５２％のマーケットシェアを持ち、現在、国内唯一のメーカーです。

２．営業譲渡の理由

　　当社では、近年、ユーザーの海外シフト（木工家具生産の東南アジアへの移転）、他素材への転換（ウレタン系塗料／水性インキへのシフト等）による需要の減少、輸入品増加による販売価格の低落等で、事業継続の見通しが困難になり、また、海外品とのコスト差が大きく、海外市場では収益を上げることも難しいため、今回の決定にいたりました。
３．営業譲渡の内容

（１）譲渡契約の締結：２００３年９月末予定

（２）譲渡内容：工業用硝化綿に関する「営業権」「技術」「設備の一部」
４．今後の予定

当社では、営業譲渡日以降経過措置としてＢＮＣ社へのOEM供給を行った後、２００４年３月末をもって生産を停止し、宮崎県延岡市にある東海工場内の設備の撤去、廃棄（一部設備はＢＮＣ社へ譲渡）を実施する予定です。今後は、BNC社への技術移転を行うとともに、当社のユーザー等に対して、ＢＮＣ社製品への転換を支援していきます。なお、ＢＮＣ社製品の営業窓口は、ＳＮＰＥグループの子会社であるエス・エヌ・ピー・イー・ジャパン株式会社となります。
＜参考＞

ＳＮＰＥグループ　及び　ＢＮＣの概要

　　１．ＳＮＰＥグループ　

　　　（１）１９７１年設立のフランス国営化学会社

前身は１４世紀からの黒色火薬製造所　

　　　（２）売上高：約１,１００億円、　従業員：約５,０００人　　　

　　　（３）主な事業（売上高）：　

　　　　　　Fine Chemicals（４００億円）　　

　　　　　　Energetic Materials （３００億円）　

　　　　　　Chemical Specialties（２５０億円）

　　　　　　Industrial Explosives & Cladding（１５０億円）

　

２．ＢＮＣ　（Bergerac NC）　

（１）ＳＮＰＥの１００％子会社として１９９２年発足（事業開始は１９１５年）（２）売上高：非公表

　　 （３）主な事業：硝化綿、ネイルポリッシュ（マニキュア）他

　 　（４）硝化綿生産能力：

　　　　　　フランス工場　　　３５,０００トン

　　　　　　中国（合弁会社）　１６,５００トン

　　　　　　韓国（合弁会社）　　５,０００トン

以  上
	＜お問合せ先＞
旭化成株式会社  

広報室 　　　　　　　　　　　　　　０３－３５０７－２０６０

機能化学品カンパニー企画管理部　 　０３－３５０７－２５０９

エス・エヌ・ピー・イー・ジャパン株式会社 　０３－３４３３－２８８０














